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栃木県サッカー協会の活動再開に向けたガイドラインの作成にあたって 

 

新型コロナウイルスによる影響により社会全体、スポーツ界が大きな被害を受けており、今後のスポーツ活

動の再開には新型コロナウイルスの予防を並行して行うことが必須となります。この度、栃木県サッカー協会

医事委員会で「活動再開に向けたガイドライン(行動指針)」をまとめさせて頂きました。 

ガイドラインは現時点で自主的に遵守することが推奨される最適な指針、ルールになります。ガイドライン

は状況の変化に伴い、適宜改変されていきます。今回の内容は主に日本サッカー協会の作成した「JFA サッカ

ー活動の再開に向けたガイドライン(2020/5/22)」の内容をまとめたものになります。 

このガイドラインが栃木県内のサッカー選手、指導者、サッカー関係者の一つの指針になればと考えており

ます。ルールのないサッカーがないように、これからはサッカー活動の再開、さらに活動を継続していく上で

ルールが必要となります。是非、ご一読頂ければと思い 

【ガイドラインの主な内容】 

●はじめに(栃木県における現状の感染防止対策) 

●活動再開の基準（おおよその目安） 

●活動再開の留意点 

●活動再開のチェックリスト 

●(スポーツ再開時の熱中症予防に関して) 

【ガイドラインの運用方針】 

➀本ガイドラインは活動再開の時期及び各時点において実施し得る活動について、おおよその目安を提示する

ものであり、強制力を持つものではない。 

 

➁本ガイドラインの運用においては、国や自治体、上位団体の方針や基準が優先される。 

 ※ J リーグや JFL 等のトップリーグ各団体が別途作成するガイドラインがある場合はそれらを優先する。 

 

➂活動の開始時期や事業実施の可否については、政府が示す基準やそれに基づく各都道府県自治体の方針に基

づき、最終的な判断は栃木県サッカー協会が決定する。 

 

➃国や自治体等の方針や基準が改定された場合には、ガイドラインについても柔軟に見直しを実施する。 

 (定期的にガイドラインは見直し、修正される) 

 



〇はじめに、栃木県における現状の感染防止対策に関して(2020 年 6 月 1 日現在) 

政府の専門家会議が発表(5/14)した、感染状況に基づく都道府県の 3 区分において栃木県の警戒度は「感染観

察」のレベルになっています。感染観察のレベルになりましても新しい生活様式の実践、感染予防対策の徹底

が推奨されます。 

(※新しい生活様式の詳細は厚生労働省のホームページをご参照ください) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ 社会活動は段階的な緩和で徐々に活動範囲を広げて行きます。 

ステップ⓪ : 5 月 31 日まで県外へ移動を自粛  

スステップ① : 6 月 1 日～6 月 18 日まで東京、埼玉、神奈川、千葉、北海道への移動は慎重に行う. 

ステップ② : 6 月 19 日～7 月 9 日 感染防止対策の徹底 

ステップ➂ : 7 月 10 日～ 感染防止対策の徹底 

(約 3 週間ごとにステップを上げる)                          (栃木県庁ホームページより) 

 



〇活動レベルの設定  

社会の活動レベルに合わせた日本サッカー協会の活動レベル、再開の基準を下記に示します。 

現在の栃木県は感染観察であり、活動レベル 3 になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇活動レベル毎におけるサッカー協会の実施事業内容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年 8 月末まで全ての JFA 主催全国大会の中止は決定済み. 

 

 



〇活動再開時の留意点 

＜感染予防の観点から＞   

✓ 日本サッカー協会の作成した感染予防チェックリストを遵守する。    

☆ポイント： 

活動再開後の日々の行動が感染を防ぎます。感染が発生するとまたサッカーができなくなること、あなたの大

切な人が肺炎で命を落とす可能性があることを頭に浮かべてください。    

 

1）移動中は間隔を開けて、密集しない。手洗いの習慣を身につける。    

2）プレー、トレーニング以外は移動中も出来るだけマスクを装着する。    

3）補水ボトルやタオルの供用禁止(個人使用のものを準備)、口に含んだ水や唾をピッチに吐かない。    

4）プレー以外のコンタクト(握手など)を避ける。ミーティングは最小限に行う。  

5) スポーツイベント終了後に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は責任者へ速やかに報告する。 

＜コンディショニングの観点から＞   

・ケガの予防のためトレーニング再開から段階的に運動強度と練習時間を長くしていく。  

・コンディショニングの準備に最低でも 4～6 週間をかける。  

⇒ 順調にいって 7 月上旬に試合再開を目安とする。 

 

＜各フェーズにおけるトレーニング及び活動内容＞ 

活動再開におけるタイムラインを 5 段階に分類しています。この分類は選手の身体的負荷を考慮したもので個

人のコンディションやそのレベルにより適応は異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇活動再開時のチェックリスト 

日本サッカー協会が以下の内容のチェックリストを作成しております。出来る限りチェックリストの内容を事

前に確認してください。最終的にその活用法に関しては、現場の責任者と相談して決定して頂くことになりま

す。 

 

【チェックリスト内容】 

➀ チームの指導者、選手用のチェックリスト 

➁ 競技会運営時のチェックリスト 

➂ 競技会参加チーム用のチェックリスト 

➃ 健康チェックシート(参加チーム用、大会関係者用、メディア用) 

➄ 講習会運営時のチェックリスト 

➅ 審判員・審判指導者用(試合参加時)のチェックリスト 

➆ 施設、会場管理用のチェックリスト 

(チェックリストは別途添付します)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜スポーツ再開時の熱中症予防に関して＞  

サッカー活動の自粛により体力低下や汗をかく機会が減っていることに加え、気温や湿度も上昇する時期に

なります。熱中症のリスクが高まっており、注意が必要になります。   

 

【熱中症予防に大切な点】 

① 水分対策 

・練習前に 500ml 程度、練習や試合中は 500～1000ml 程度／時間、練習後は発汗量の 1.5 倍程度を食事も含

めて摂取するように心掛けましょう。1 回の摂取量はおよそ 200～300ml（コップ 1 杯程度。一度に胃から

腸管に移動できる水分量は 200ml 程度の為）  

・練習や試合で体重の 2%以上水分が減少するとパフォーマンス低下に繋がるとされています。練習  

前後の体重減少量を測定しておくことが重要ですので、練習再開の最初の 1 週間で体重変化をチェックす

ると水分摂取量の目安に出来ます。  

・尿の色で脱水状態を把握することも熱中症予防に重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 暑熱順化 

・6 月は暑熱順化ができていないため、初夏に比べて約 3℃低温で熱中症になります。暑熱順化とは、「暑さに

身体を慣らしていくこと」です。暑熱順化には最低でも 10 日前後かかります。 

・今年はトレーニング不足による順化不足からより低温での熱中症発生が予想されます。トレーニング量上昇

を急がず、14 日程度とより長めに暑熱順化期間を考えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

最後になりますが、ガイドラインによりすべての活動を決定することは困難と考えます。もっとも大切なこ 

とは選手、指導者、サッカー関係者すべてのひとが責任と自覚をもって行動することになります。これから先

サッカー活動が中断されることなく、安全に再開、継続されて行くことを願っております。今後も適宜、医学

的な情報を発信させて頂ければと思います。引き続き宜しくお願い致します。 
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